
  

 

 

 

                      

 

 

  

 

          

 
長いようであっという間の賑やかな夏休みが終わりました。多い日には８０人もが集い、多学年の仲間と、

いろいろなあそびや経験を楽しむことができましたので一部をご紹介します。 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

（  令和 ６ 年 ８ 月 ３０ 日 発行 ) 
中央児童館 （福祉センター内）    ☎ ４８－５６５６ 

 入場受付から、おばけやしき内の

案内、退場の見送りなどなど 
������ 

最後までごくろうさま♡ 

５、６年生が協力して『おばけやしき』はもちろんのこと、看板や
約束事などのポスターなど、いろいろと準備をしました。『おばけ

の昼休み（昼食時間）』以外の４時間もの長時間、おばけになっ
て驚かせたり、おばけやしきの中の道案内をしたりなど、片付け

まで頑張っていました。総勢５５人で涼やかな 
������思い出の１日を

過ごすことができました。 

水死した死体や動く生首

など、驚かせる仕掛けをい

ろいろと考えています。 

『 館外活動 ボウリング 』 

 『 おばけやしき 』  7/26  実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 夏の工作 』 7/24 7/29  実施 

 

 

 

 

総勢７０名が参加、駄菓子屋さんの店員は、あすなろ母親クラブの
皆さんがご協力くださり、イートインスペース付き駄菓子屋を楽しみ

ました。小銭の支払いや店員さんとのやりとりなど、貴重な体験でし
た。 

いろいろな材料選びから、

じっくりと丁寧に…何が完成
したかは、『作品展』で展示

する予定です。お楽しみに♡ 

『 駄菓子屋さんごっこ 』 8/9 実施 

 

 

すいかわりゲームを楽しんでから、すいかを食べまし
た。みんなで食べる味は格別だったようで、おわかりを

たくさんしていました。 

『 夏のお茶会 』 7/30 実施 

 

夏休み中だからこそ、時間を

かけて取り組める工作を楽しみ

ました。 

二川原節子講師にご協力をいただき、お茶会を楽し

みました。お茶菓子やお茶のお運びも協力して行ってい

ました。 

『 すいかわり 』 8/2 実施 

 

 

 

 

  

 

 

おいしいお菓子とお茶を味わいながら、ゆっくり
と贅沢なひとときを過ごすことができました。 

希望者殺到のため、大型バスの乗車人数を増やし 

５２人でボウリングを楽しみました。 

『 児童館食堂 』 

  

夏休み期間中、計７回実施した食堂は毎回 70 人前後

の参加があり大人気でした。朝から「食堂、まだ～？」「お
腹すいた！！」と心待ちにしていました。善意の食材提供もあ

り、地域一丸で、町の宝 
	
��の子育てです。 

調理を引き受けてしてくださった協力団体の皆さ

んには、いつも快く引き受けて下さり感謝いたしま
す。 

 

買い物を楽しんだり、のんびりとおしゃべりを楽しんだり♡ 

 
 

初めての経験する子は不安で泣きそうになっていま
したが、玉の持ち方から知らせ、全員笑顔で楽しむこと

ができ、夏休み最後を締めくくる思い出になりました。

表彰式もニコニコ

��� 

高学年がグループのリーダーになり、ゲームをリード
したり、低学年の手伝いをしてくれたりしました。 

 

『 児童館は自由だから何をしてもいいんだ！ 』 自由とは…？ 

大鰐町の児童館、放課後児童クラブは、子どもたちの健やかな育ちを育む居場所として、総合福祉

センター２階、３階の広々とした恵まれた環境が確保されています。 

 一見、自由に過ごしているように見られる状況や『あそび』の中にはたくさんの学びがあふれ、友だち

や先生などいろいろな人との付き合い方、自己のコントロール、相手を思いやる気持ち、コミュニケー

ション能力など『生きる力』を身につけていける貴重な居場所になっています。 

しかし、児童館が、学校とは違い家庭的な雰囲気で自由な場所であるためか開放的になり、友だち

や大人に対して「死ね」「きえろ」「うざい」などの言葉の乱用が目立ちます。また、自分の思い通りに

いかないと叩く、蹴る、備品の廃棄などもあり、日々、目に余る言動が絶えない現状です。夏休み中も、

その都度、約束事やルールについて改善できるように、子どもたちと何度も話し合いをもってきました。 

集団生活の中での最低限のマナーや約束事として『言葉遣いに気をつける』『トラブルは話し合い

で解決する』『先生の話を聞く』『物を大切にする、壊さない』など再確認し守ることがきるように繰り

返しかかわってきました。しかし、館内でも一向に改善されない状態が続いているため、１０月に予定し

ている『お出かけ児童館』などを中止しなければいけないかどうか、子どもたちも含め一緒に思案中

です。 

 

地域の宝である子どもたちの健やかな育ちを見守る側として、今一度、ご家族の皆さんと一緒に協

力しながら携わっていきたいと思っております。  

ご家族の皆さんには、日々のお子さんとの何気ない会話を大切に、その時々の苦しさや悲しさ、嬉し

い気持ちや辛い気持ちなど、答えや解決策を必死に考えなくても、人は話を聞いてもらえることだけで

も、癒され、ストレスも軽減します。理解者がそばにいてくれることが自信や安心、安定につながります。 

 




